
























































きの遷移に対応するアンチス トー クス散乱の2種類がある｡アンチス トー クス散乱は振動励起状
態からのみ生じるため､振動励起状態の選択的なプローブとなる｡たとえば､アンチス トー クス/
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図5. ス トー クスV4およびV7
バンド強度の時間変化
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図7. アンチス トー クスV4
バンド強度の時間変化
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図9. アンチス トー クスV4およびV7
バンド強度の立ち上がりのずれ
研究会報告
表I. アンチス トー クスバンド強度変化の時定数



























CH2tWist 1255 3.4土1.3 8.4土3.0
v(C1-C2) 1022 1.OiO.2 11.0土1･5










































となる｡また､promotingmodeになるには､その振動の対称性が始状態 (Eu) と終状態 (BIピ)
の電子状態の対称性の直積､Eu対称でなければならない (EuxBlg-Eu)oしたがって､観測さ
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